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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社は、平成27年12月期より決算期を３月31日から12月31日に変更いたしました。これに伴い、当第２四半期

（平成28年１月１日から平成28年６月30日）と比較対象となる前第２四半期（平成27年４月１日から平成27年９月30

日）の期間が異なるため、対前年同四半期増減率については記載しておりません。

当第２四半期累計期間の工作機械業界は、日本工作機械工業会が発表した工作機械受注実績（平成28年１月１日

から６月30日まで）が前年同期比で22.0％減少し、外需では中国経済の減速や米国需要の一服感、内需ではものづ

くり補助金を見据えた買い控えにより伸び悩みが見られました。

こうした状況下においても、当社の受注状況は第１四半期に比べ徐々に増加しております。国内においては自動

車関連企業からの大口受注及び産業機械関連企業や工作機械関連企業、軸受関連企業からの積極的な設備投資需要

を多数獲得し、受注は堅調に推移いたしました。また海外においては、営業活動強化のため米州と欧州に技術営業

スタッフを配置したことにより、現地ユーザーからの受注や引合が順調に増加してきております。

営業施策としては、欧州で最大の研削専門展示会であるGrindTec2016やグループ企業主催の国内外の展示会に出

展し、ユーザー層を拡大するとともに、設備投資ニーズの掘り起こしを積極的に行ってまいりました。

　製品面では、７月に開催する当社プライベートショーでの発表に向け、自動車部品等の量産加工をターゲットと

した超小型立形研削盤「USG-1」の開発に注力いたしました。

当第２四半期累計期間の受注高は2,945,860千円となりました。うち当社主力機種である立形研削盤は1,779,637

千円、横形研削盤は1,046,727千円、その他専用研削盤は119,495千円となりました。

生産高は3,008,127千円となりました。うち立形研削盤は2,253,846千円、横形研削盤は710,981千円、その他専用

研削盤は43,300千円となりました。

売上高につきましては、3,378,137千円となりました。品目別に示すと、立形研削盤は2,468,151千円、横形研削

盤は821,490千円、その他専用研削盤は88,495千円となりました。

損益につきましては、営業利益462,305千円、経常利益455,660千円、四半期純利益288,768千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

当第２四半期会計期間末の流動資産は前事業年度末に比べて142,464千円増加し、3,793,167千円となりました。

これは主に現金及び預金が1,220,315千円、仕掛品が41,632千円増加したこと、売掛金が1,068,424千円、製品が

18,248千円、繰延税金資産が31,235千円減少したことによるものです。

（固定資産）

当第２四半期会計期間末の固定資産は前事業年度末に比べて123,427千円減少し、1,248,685千円となりました。

これは主に有形固定資産が129,448千円減少したこと、無形固定資産11,959千円が増加したことによるものです。

（流動負債）

当第２四半期会計期間末の流動負債は前事業年度末に比べて177,247千円減少し、740,190千円となりました。こ

れは主に未払法人税等が18,965千円、製品保証引当金が18,919千円、役員賞与引当金が21,840千円、流動負債（そ

の他）に含まれる未払金が74,371千円減少したこと、買掛金が17,191千円増加したことによるものです。

（固定負債）

当第２四半期会計期間末の固定負債は前事業年度末に比べて33,669千円減少し、610,267千円となりました。これ

は主にリース債務が31,367千円減少したことによるものです。

（純資産）

当第２四半期会計期間末の純資産は前事業年度末に比べて229,952千円増加し、3,691,394千円となりました。こ

れは主に利益剰余金が230,002千円増加したことによるものです。
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②キャッシュ・フローの状況

当社は、平成27年12月期より決算期を３月31日から12月31日に変更いたしました。これに伴い、当第２四半期

（平成28年１月１日から平成28年６月30日）と比較対象となる前第２四半期（平成27年４月１日から平成27年９月30

日）の期間が異なるため、前年同四半期のキャッシュ・フローについては記載しておりません。

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べて1,220,315

千円増加し、1,506,430千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、資金は1,247,923千円の増加となりました。これは主に税引前四半期純利益457,696千円の計上、

減価償却費59,451千円、売上債権の減少1,068,424千円、仕入債務の増加17,191千円の資金増加要因と、役員賞与引

当金の減少21,840千円、製品保証引当金の減少18,919千円、たな卸資産の増加26,528千円、未払金の減少75,227千

円、法人税等の支払159,118千円の資金減少要因によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、資金は61,461千円の増加となりました。これは主に有形固定資産の売却94,297千円の資金増加

要因と、有形固定資産の取得18,704千円、無形固定資産の取得14,830千円の資金減少要因によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、資金は89,069千円の減少となりました。これは主にリース債務の返済30,421千円、配当金の支

払58,598千円の資金減少要因によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年12月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成28年２月10日発表の「平成27年12

月期決算短信（非連結）」における開示内容から変更はございません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当第２四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第２四半期累計期間において、四半期財務諸表への影響額はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年12月31日)

当第２四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 286,114 1,506,430

売掛金 1,978,278 909,853

製品 18,248 -

仕掛品 1,043,486 1,085,118

原材料及び貯蔵品 199,672 202,817

繰延税金資産 90,566 59,331

その他 35,335 30,614

貸倒引当金 △1,000 △1,000

流動資産合計 3,650,703 3,793,167

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 670,452 616,977

土地 354,269 297,080

その他（純額） 233,395 214,612

有形固定資産合計 1,258,118 1,128,669

無形固定資産 22,027 33,987

投資その他の資産

繰延税金資産 5,146 3,407

その他 86,820 82,621

投資その他の資産合計 91,967 86,028

固定資産合計 1,372,113 1,248,685

資産合計 5,022,816 5,041,852

負債の部

流動負債

買掛金 282,432 299,624

未払法人税等 163,075 144,110

製品保証引当金 64,076 45,157

役員賞与引当金 21,840 -

その他 386,013 251,298

流動負債合計 917,437 740,190

固定負債

リース債務 610,186 578,818

その他 33,750 31,449

固定負債合計 643,937 610,267

負債合計 1,561,374 1,350,457

純資産の部

株主資本

資本金 700,328 700,328

資本剰余金 472,960 472,960

利益剰余金 2,321,871 2,551,873

自己株式 △33,718 △33,768

株主資本合計 3,461,441 3,691,394

純資産合計 3,461,441 3,691,394

負債純資産合計 5,022,816 5,041,852
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 3,523,878 3,378,137

売上原価 2,435,784 2,352,838

売上総利益 1,088,094 1,025,299

販売費及び一般管理費 587,297 562,994

営業利益 500,796 462,305

営業外収益

受取利息 70 56

助成金収入 - 4,256

受取手数料 473 664

受取賃貸料 1,200 400

その他 1,033 1,361

営業外収益合計 2,776 6,739

営業外費用

支払利息 11,363 10,615

売上割引 1,431 67

支払手数料 648 616

その他 2,466 2,084

営業外費用合計 15,909 13,383

経常利益 487,663 455,660

特別利益

固定資産売却益 - 2,036

特別利益合計 - 2,036

税引前四半期純利益 487,663 457,696

法人税、住民税及び事業税 175,176 135,953

法人税等調整額 1,529 32,974

法人税等合計 176,706 168,928

四半期純利益 310,956 288,768
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 487,663 457,696

減価償却費 48,500 59,451

受取利息 △70 △56

支払利息 11,363 10,615

有形固定資産売却損益（△は益） - △2,036

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 13,284 △21,840

製品保証引当金の増減額（△は減少） 6,832 △18,919

売上債権の増減額（△は増加） 154,656 1,068,424

たな卸資産の増減額（△は増加） △316,145 △26,528

仕入債務の増減額（△は減少） △59,135 17,191

未払金の増減額（△は減少） 6,537 △75,227

未払費用の増減額（△は減少） 85,720 8,752

その他 △92,087 △59,922

小計 347,119 1,417,601

利息の受取額 70 56

利息の支払額 △11,363 △10,615

法人税等の支払額 △296,238 △159,118

営業活動によるキャッシュ・フロー 39,588 1,247,923

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △130,931 △18,704

有形固定資産の売却による収入 - 94,297

無形固定資産の取得による支出 △300 △14,830

その他 228 698

投資活動によるキャッシュ・フロー △131,002 61,461

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △124 △50

リース債務の返済による支出 △29,730 △30,421

配当金の支払額 △35,395 △58,598

財務活動によるキャッシュ・フロー △65,249 △89,069

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △156,664 1,220,315

現金及び現金同等物の期首残高 435,358 286,114

現金及び現金同等物の四半期末残高 278,694 1,506,430
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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